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はじめに



RESTECの活動

ＡＬＯＳ・ＰＤ

受信局の運用、データ処理

解析・利用技術の研究開発

データ・加工製品の配布

技術研修

各衛星データのアーカイブ管理



陸域観測技術衛星ALOS（だいち）

・　平成18年（2006年）1月24日
　　宇宙航空研究開発機構が

　　H-ⅡAロケットにより打上げ

・　同年10月24日より
　　RESTECにてALOSデータ
　　一般提供開始

・　平成20年(2008年）10月24日
　　一般提供開始２周年を迎える 　c　JAXA



今後への期待

　■　ALOS後継機

　■　「宇宙基本法」下での
　　　　公共サービス部門を中核と　
　　　　する実利用の普及・進展



ＲＥＳＴＥＣの今後の方向

■　高次加工製品の開発強化
■　海外需要開拓
■　環境観測諸衛星データへの
取組み

■　研修事業の拡充強化




